
 

 

 

平成２９年度第２回地区懇談会 

平成３０年２月１８日（日曜日） 「 若い世代をどう巻き込むか ～地域活動の担い手確保について～ 」をテーマに、自治会

長・PTA関係者及び地区社協部員等２７名が参加し、講演会及び懇談会を開催した。 

 

伊藤会長の挨拶に続き、地区社協部大江部長から 「地域活動を維持発展させる為には適時、適任者への世代交代が必要であり、

その為には日頃から若い世代を巻き込んだ世代間交流を進めたい。 先般、柏市社協を通して地域コミュニティが盛んな習志野

市秋津コミュニティを見学し、有効な情報を得たので顧問の岸裕司氏に講演をお願いした」 と主旨説明があり、講演に移った。 

  

講演会講師 岸裕司さま（右奥） 

  

講演は、①世代交代のタイミング等当方からの６項目の質問への回答も含めた、＜習志野市秋津小学校と PTA＆秋津コミュニ

ティの「学社融合」の活動＞で、当地域でも小学校を拠点に行っている「多世代交流コミュニティ事業」はもちろんのこと「増

尾ふる協」の運営にあたっての有益な情報が得られた。 

 

続いて参加者を３班に編成し、今回は PTA 関係者に参加頂いたので各班毎に 「 現在の地域全体活動に対しての問題点や感じ

ていること 」を披露頂き、本題について懇談した。 

 

今回は時間の関係で十分な懇談が出来ず結論が出せなかったが、本テーマについては３０年度の課題として継続する。 


